
小林虎三郎
【こばやしとらさぶろう】

(1828 ～ 1877)

文政１１年（１８２８年）８月１８日、長岡藩士小林又兵衛の三男として生まれる。

崇徳館で学び、若くして助教を務める。２３歳の時、藩命で江戸に遊学、兵学と洋学で有名な
佐久間象山の門下に入り、長州の吉田寅次郎（松陰）とともに「象山門下の二虎」と称せられる。

象山に「天下、国の政治を行う者は、吉田であるが、わが子を託して教育してもらう者は小林の
みである。」と言わせるほど、虎三郎は教育者であった。

教育の重要性を説く虎三郎の思想は、帰郷後に著した「興学私議」に詳しい。
戊辰戦争に敗れ焼け野原となった長岡で、「国がおこるのも、まちが栄えるのも、ことごとく人に
ある。

食えないからこそ、学校を建て、人物を養成するのだ。」と教育第一主義を唱え、三根山藩からの
救援米百俵をもとに、国漢学校を設立し、多くの人材を育て上げた。

虎三郎は明治４年、自ら「病翁」と名を改めているように、終生を病にさいなまれた。明治１０
年、湯治先の伊香保で熱病にかかり、８月２４日に弟雄七郎宅で死去。享年５０歳であった。

- 幕末辞典 -
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